
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 新年あけましておめでとうございます。  

 昨年も、皆様から学習活動、課外活動、ＰＴＡ活動など、様々な面で大きなご支

援をいただき誠にありがとうございました。飯南高校は、本年も地域に元気を届け

られる学校として頑張ります。生徒達が世の中という大海に漕ぎ出す船ならば、学

校は航海の準備のために鍛え、安全を見守る内海だと考えます。教職員一同、生徒

一人ひとりの成長のために一層努めて参ります。  

 皆様にとって、本年が素晴らしい年になるようお祈りいたします。本年も引き続

き、本校の教育活動にご支援をいただきますようお願いいたします。  

令和元年度 

島根県高等学校ハンドボール選手権大会 

【１回戦】飯南 ２５－１６ 松江東 

【準決勝】飯南 ２４－２３ 江津 

【決 勝】飯南 １８－１１ 松江南 

吉岡さんは、優勝を勝ち取った今大会を振り

返って「１回戦から勝敗がどちらに決まるか分

からないような接戦が続いた。しかし、練習の

成果が出て攻めも良く、守りも試合中に修正し

ながらできたことが勝利につながった。話し合

いで気持ちが締まり、試合を重ねるうちにチー

ムがより団結していった。」と話してくれまし

た。ＭＩＰ賞については、「チームが勝つこと

だけを考えていたら自然と付いてきた賞で、選

ばれて嬉しい。」と笑顔がこぼれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月から３年１組の生徒が【自らの進路と関わる

地域課題の解決】を目指し、下記のテーマで半年間

かけて行ってきた課題研究の成果を披露しました。

来年度課題研究を行う２年１組の生徒が参加した

他、地域の方もお越しくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

前ページの最終発表会後、来年度１８歳となり選

挙権を得る２年１組の生徒が主権者教育の一環とし

て投票を行いました。実際の選挙で使われている記

載台や投票箱をお借りし、選挙を身近に感じながら

模擬投票をすることができました。 

会場の皆さんの評価点と投票結果を 

もとに、一番いい評価を受けた３班が、 

１月３１日に行われる「ふるさとシンポ 

ジウム」で発表します。高校生として 

考える地域課題や解決策を発信し、小 

学生や中学生と共に飯南町についての 

思いを深める時間にしたいと思います。 

生命地域学で町内の保育の現状などを知ることがで

きて、進路に役立つと思う。進学先でも今回の発表内

容を活かして、将来は飯南町に貢献したい。他の班も

飯南町の魅力をうまく活用し、解決策を提案してい

て、この解決策がうまくいけば更によりよい飯南町に

繋がると思った。発表の仕方もそれぞれに工夫があ

り、クラス全体で得ることがたくさんあった。 

 

どの班もギリギリまでいい発表ができるように頑張

っていて、クラス全体で高め合えたからこそ今回のよ

うな発表ができたと思う。とてもいい経験になった。 

 

班のメンバーで、クラス全体で、そして飯南町の

方々も巻き込んでの活動の中から得られたものはと

ても大きかったようです。 

第２８回浜田－益田間駅伝競走大会（愛称・しお

かぜ駅伝）では、島根県内の地域代表３８チームが

出場しました。コースは益田陸上競技場から旧しま

ねお魚センター前までの９区間、４２．１９５キロ

です。「飯南チーム」として、本校からは 

安部凌生さん、八幡輝さんの２名が参加 

しました。安部さんは４年連続、八幡 

さんは５年連続でこの駅伝に出場して 

おり、今年も２１位というチーム成績 

に貢献しました。卒業生も活躍してい 

ました！ 

「キャリア・パスポート」とは、児童生徒が小学

校から高等学校までの諸活動の中で、自分の将来を

見通したり振り返ったりしながら自分の変容や成長

を自己評価できるようなワークシートのことです。

飯南町では、ここに保育所を加えて、町独自の流れ

を作成しているところです。 

子どもの成長に合わせて、 

このパスポートが集積されて 

いき、高校卒業時には１冊の 

ファイルにまとまる形となり 

ます。 

 
【各班のテーマ】 

１班：「保育園児に体を動かす楽しさを知ってもらおう！」 

２班：「食と健康について」 

３班：「飯南町の森林資源を助け隊!!」 

４班：「特産品を使って飯南町をＰＲ!!」 

５班：「トマトのロスを減少させよう」 

６班：「外国人の住みやすい町づくり」 

７班：「飯南町民の美意識を高める」 

８班：「琴引フォレストパークに来てみませんか！」 

生命地域学を通して、自分たちの考えた意見を聞い

てもらえ、地域の方々に協力してもらい、地域のた

めに活かそうとしてくれる人がいて、改めて飯南高

校は恵まれているなと感じた。  

 

中間発表を終えて、人が変わったかのように頑張っ

た。活動を重ねていく中で、班の団結力が高まった。

最後まで続けられたのは、班のメンバーで支え合っ

たからだと思う。  

 

中間発表の時からどの班も進化していて驚いた。今

まで飯南町の課題とこんなに長い期間向き合ったこ

とはなかった。これで終わりではなく、これからも

向き合っていかなければならないと思った。  

 当日は、原稿を見ずに自分たちの言葉で会場の皆

さんに伝えようとする姿勢がしっかりと表れていま

した。そして、町内の温泉水を使って作った化粧水

を試用してもらったり、考案したダンスを全員で踊

ったりして観客を巻き込み、内容に注目させる発表

の工夫もたくさん見られました。生徒からは「聞い

てもらった人に“自分も健康について意識しよう”

と思ってもらえるプレゼンにするために、どう言え

ば相手に分かりやすく伝えられるかなど、班のメン

バーでしっかりと考えることができた。」などが聞か

れ、相手に伝わる発表にするために、班全体で共通

意識を持って取り組んだことが分かりました。 

１０月に行った中間発表会の時点では、発表に足

りないデータや、計画途中のイベント、商品化案な

どがあり、最終発表会に向けてどの班も精力的に取

材や検証を行っていました。生徒だけでは実現でき

ないような提案も様々な方面からご意見やご協力を

いただき、研究を進めることができました。ありが

とうございました。発表後の質疑応答の時間にも貴

重な意見をいただき、より広い視点で考えさせられ

たようです。 

（生徒の感想から一部抜粋） 

令和元年度島根県高等学校バレーボール選手権大会 

【予選グループ戦】飯南 ０－２ 大東 

飯南 ０－２ 平田 

第４３回全日本アンサンブルコンテスト島根県大会 

【管打四重奏】「みのりの歌」 銀賞 

【管打八重奏】「RUBBER DUCK RACE」 

～おもちゃのアヒルの大冒険～ 銅賞 

 

また、変化が激しい社会の中でたくましく生き抜

いていくために必要な「資質・能力」を身につける

には、学校の学習や生活だけでなく、家庭や地域に

おける学びも大切です。それもキャリア形成に活か

していけるように、本校では学校設定科目「生命地

域学」なども活用しながらまとめていきたいと思い

ます。 

 キャリア・パスポートを通して生徒、保護者の皆

様、学校で生徒の学びや成長を共有しながら、様々

な「資質・能力」を自ら成長させることを意識でき

るように支援し、それが高校卒業後の将来にまでつ

ながっていくことを期待しています。 完成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度島根県高等学校新人剣道大会 

【男子団体】飯南 ０－４ 松江工業 

【女子団体】飯南 １－１ 益田東（代表戦で勝利） 

      飯南 ０－４ 松江農林 

 

 

【男子個人】２名出場 

  大畠 章宏（２年）１回戦突破 

【女子個人】２名出場 

  黒川 温美（１年）２回戦突破 

 

＜クロスカントリー＞場所：広島芸北国際スキー場 

＊雪不足のためフリー競技は３㎞に短縮 

 ＊クラシカル競技は中止 

【男子フリー】那須 泉希（２年） 

【女子フリー】福間 青空（２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１月号 令和２年１月１８日発行    島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

２月 ３日（月）第３回人権週間（～７日） 

５日（水）人権・同和教育ＬＨＲ 

  ７日（金）３年生出校日 

１３日（木）１・２年生いじめに関するアンケート 

１７日（月）１・２年生試験発表 

１８日（火）３年生出校日 

２５日（火）１・２年生学年末試験（～２９日） 

２７日（木）振替休業日（２／２９） 

２９日（土）１・２年生出校日 

 

３月 ２日（月）卒業式予行・鵬雲会入会式 

        ３年生を送る会 

   ３日（火）卒業式 

   ５日（木）高校入試学力検査日（～６日） 

       （２日間 生徒は特別休業日） 

第１８回島根県高等学校学年別テニス大会 

【２年生女子シングルス】３名出場 

  藤原 日向  

  山戸 果音  

【１年生女子シングルス】３名出場 

  岩本 遥   

  塚本 真央  

第６９回全国高等学校スキー大会島根県予選会 

＜アルペン＞場所：琴引フォレストパーク 

＊雪不足のため１回のみの滑走でコース短縮 

【男子大回転】稲田 大和（１年） 

【男 子 回 転】景山 尚宏（３年） 

壮行式 

年明けすぐに大会が始まるスキー部に向けて、全

校生徒でエールを送りました。部長の志保田さん

は、「予選を突破し、上位大会を目指して全力を尽

くす」と意気込みを語ってくれました。今年も雪不

足が心配されますが、この短いシーズンに向けて鍛

えてきたこと全てを出しきって頑張ってほしいと

思います。 


